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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　道路の工事規制に使用される道路用規制器材において，

　ベースとなる台部が，全重量に対して，重量が１０％ないし３０％の範囲のウレタン樹

脂が含有され，さらに重量が２０％ないし６０％の範囲の重量増量用の粒状物が含有され

たゴム系チップを含有する素材で構成され，

　前記台部に立設する本体上部が，ウレタンエラストマーのフィルムで構成された

　ことを特徴とする道路用規制器材。

【請求項２】

　請求項１に記載された道路用規制器材において，

　前記本体上部を構成するウレタンエラストマーのフィルムが，０．３ｍｍないし１．５

ｍｍの厚みであり，そのウレタンエラストマーの硬度が８０Ａないし５５Ｄである

　ことを特徴とする道路用規制器材。

【請求項３】

　請求項１または請求項２のいずれか１項に記載の道路用規制器材において，

　前記本体上部と前記台部との重量比が，１：ｎ（ただし，ｎ≧６）である

　ことを特徴とする道路用規制器材。

【請求項４】

　請求項１から請求項３までのいずれか１項に記載の道路用規制器材において，

　前記台部の上面または下面に，溝状の肉薄部が形成されている
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　 こ と を 特 徴 と す る 道 路 用 規 制 器 材 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は ， 道 路 の 工 事 規 制 等 に 使 用 さ れ る 道 路 用 規 制 器 材 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 道 路 工 事 な ど の た め に 一 時 的 に 車 線 を 規 制 す る よ う な 場 合 に ， 車 の 走 行 路 を 誘 導 す る た

め に 道 路 用 規 制 器 材 が 利 用 さ れ る 。 道 路 用 規 制 器 材 は ， ラ バ ー コ ー ン と も 呼 ば れ ， 一 般 に

円 錐 状 の コ ー ン 本 体 が 台 座 の 上 に 立 設 し た も の と な っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 従 来 ， 道 路 用 規 制 器 材 は 軟 質 塩 化 ビ ニ ル 等 の プ ラ ス チ ッ ク で 製 造 さ れ て い る も の が 多 い

が ， 車 の 接 触 に よ る 破 壊 を 防 ぐ た め に ， ゴ ム 製 の も の も 多 く 利 用 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 ま た ， 道 路 用 規 制 器 材 と し て ， 従 来 の ゴ ム 配 合 物 を 使 用 す る も の よ り も 安 価 に 製 造 す る

た め に ， 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ う に ， タ イ ヤ 廃 棄 物 か ら 作 製 さ れ た ゴ ム チ ッ プ を

バ イ ン ダ ー で 固 め た ゴ ム シ ー ト を 使 用 し て 製 造 す る も の が 考 案 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ４ ６ ０ ９ ７ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 現 在 ， 使 用 さ れ て い る 規 制 器 材 は ， 現 象 的 に は 次 の よ う な 問 題 を 生 じ さ せ て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 １ ． 現 行 で 使 用 さ れ て い る 軟 質 塩 化 ビ ニ ル の 規 制 器 材 は ， 冬 季 に 気 温 が 下 が る と 樹 脂 が

硬 く な る た め ， 衝 突 さ れ た 時 の 衝 撃 が 大 き く ， 移 動 し て し ま う 量 が 多 い 。 こ の 後 ， 規 制 器

材 に 回 転 力 が か か る と さ ら に 動 き や す い 状 況 と な る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ２ ． ま た ， 夏 季 の 気 温 が 高 い 状 況 の 場 合 に は ， 樹 脂 が 柔 ら か く な り ， 車 両 の 下 に 規 制 器

材 が 入 り 込 み や す く な り ， 巻 き 込 ま れ る 状 況 と な る 。 こ の と き ， 車 両 下 部 と 路 面 と の 間 で

規 制 器 材 が 回 さ れ る こ と に よ り 回 転 力 が か か る 。 こ の 場 合 に も ， 規 制 器 材 は 少 し 跳 ね た り

， 移 動 し や す い 状 況 と な る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ３ ． 規 制 器 材 に 回 転 力 が か か る と 移 動 し や す い 状 態 と な る が ， こ れ に は 規 制 器 材 の 台 座

（ ベ ー ス ） 部 分 の 構 造 が 大 き く 影 響 す る 。 特 に ， 車 両 の 下 に 巻 き 込 ま れ た 状 況 で は 規 制 器

材 は 横 倒 し に な っ た 状 態 で 回 転 す る 。 こ の と き ， ベ ー ス が 反 発 力 の あ る 素 材 で 製 造 さ れ て

い る と 力 が 逃 げ ず に 回 転 力 が か か り や す く な る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 は ， 上 記 課 題 の 解 決 を 図 り ， 道 路 の 工 事 規 制 に 使 用 さ れ る 規 制 器 材 に お い て ， 通

行 車 両 の 衝 突 や 踏 み 付 け ， 巻 き 込 み な ど に よ り 規 制 器 材 が 移 動 さ れ る こ と で 発 生 す る 事 故

を 防 ぐ た め ， 衝 突 や 踏 み 付 け に よ り 移 動 さ れ に く い 規 制 器 材 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る

。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 は ， 上 記 課 題 を 解 決 す る た め ， 道 路 の 工 事 規 制 に 使 用 さ れ る 道 路 用 規 制 器 材 に お

い て ， ベ ー ス と な る 台 部 を ゴ ム 系 チ ッ プ を 含 有 す る 素 材 で 構 成 し ， 台 部 に 立 設 す る 本 体 上

部 を ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー の フ ィ ル ム で 構 成 す る こ と を 主 要 な 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】
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　 こ の 道 路 用 規 制 器 材 の 本 体 上 部 の 製 造 に 用 い る ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー の フ ィ ル ム は ｔ ＝

０ ． ３ ｍ ｍ ～ １ ． ５ ｍ ｍ の 厚 み で あ り ， そ の 樹 脂 の 硬 度 が ８ ０ Ａ ～ ５ ５ Ｄ で あ る と ， 特 に

良 好 な 結 果 が 得 ら れ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た ， 上 記 道 路 用 規 制 器 材 に お い て ， ゴ ム 系 チ ッ プ 素 材 か ら な る 台 部 は ， ゴ ム 系 チ ッ プ

の 重 量 に 対 し て ウ レ タ ン 樹 脂 の 含 有 量 を １ ０ ％ ～ ３ ０ ％ と し ， こ れ に ２ ０ ％ ～ ６ ０ ％ の ケ

イ 砂 な ど の 重 量 増 量 用 の 添 加 物 を 含 有 さ せ る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た ， 上 記 道 路 用 規 制 器 材 は ， ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー の フ ィ ル ム か ら な る 本 体 上 部 と ，

ゴ ム 系 チ ッ プ 素 材 か ら な る 台 部 の 重 量 比 が ， １ ： ６ 以 上 （ 例 え ば １ ： ６ か ら １ ： ２ ０ の 範

囲 内 ） で あ る と 好 適 で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま た ， 上 記 道 路 用 規 制 器 材 の ベ ー ス と な る 台 部 の 一 部 に 横 断 的 に 肉 薄 部 を 形 成 す る と ，

車 両 に 巻 き 込 ま れ る な ど し た 場 合 に 反 発 力 が 逃 げ や す く な り ， 過 大 な 回 転 力 が か か り に く

く な る の で 好 適 で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 の 道 路 用 規 制 器 材 は ， 本 体 上 部 が ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー の フ ィ ル ム で 構 成 さ れ る

の で ， 車 両 の 接 触 な ど に よ る 衝 撃 を 吸 収 し や す く ， タ イ ヤ に 踏 ま れ た と き に も 煎 餅 状 に つ

ぶ れ て 進 行 方 向 に 向 か う 水 平 方 向 の 力 が 弱 ま る の で ， 移 動 し に く く な る 。 ま た ， ウ レ タ ン

エ ラ ス ト マ ー の フ ィ ル ム を 適 度 な 厚 さ に す る こ と に よ り ， 車 両 の 衝 突 に よ っ て 規 制 器 材 が

一 時 的 に 変 形 し て も ， 元 の 形 状 に 復 帰 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ま た ， 規 制 器 材 の ベ ー ス と な る 台 部 を ゴ ム 系 チ ッ プ 素 材 で 構 成 す る こ と に よ り ， 安 価 に

構 成 す る こ と が で き る だ け で な く ， 全 体 を 低 重 心 に し ， 規 制 器 材 を 安 定 し て 設 置 す る こ と

が で き る と い う 効 果 が あ る 。 車 の 接 触 時 に も ， 本 体 上 部 が 軽 く 柔 軟 性 が あ る 一 方 ， 台 部 が

重 い た め ， 台 部 の 端 が 浮 き 上 が り に く く ， 規 制 器 材 が 倒 れ に く く な る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 特 に ， 台 部 を 形 成 す る に あ た っ て ， ゴ ム 系 チ ッ プ を ウ レ タ ン 樹 脂 で 固 め る と と も に ， ケ

イ 砂 な ど の 重 量 の あ る 粒 状 物 を 添 加 す る こ と に よ っ て ， 本 体 上 部 と 台 部 と の 重 量 配 分 を 適

切 に 保 つ こ と が 可 能 に な る 。 ま た ， 規 制 器 材 が 車 の 急 激 な 衝 突 に よ っ て 大 き く 移 動 し て し

ま う こ と を 避 け る た め に は ， 台 部 が 割 れ て 壊 れ て し ま っ た ほ う が よ い 場 合 も あ り ， ケ イ 砂

な ど の 粒 状 物 は ， 通 常 の 使 用 で は 悪 影 響 が な い 程 度 に 台 部 を 脆 く し て 危 険 を 回 避 で き る よ

う に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ま た ， 台 部 の 一 部 に 肉 薄 の 部 分 を 形 成 す る こ と に よ り ， 台 部 に 対 し て 折 れ 曲 が り の 力 が

か か っ た と き に 曲 が り や す く す る と と も に ， 過 大 な 力 が 急 激 に か か っ た と き に は ， 台 部 が

肉 薄 の 部 分 で 割 れ る よ う に す る こ と が で き る 。 台 部 が 割 れ る こ と に よ っ て ， 規 制 器 材 が 大

き く 移 動 し て し ま う こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 以 上 に よ り ， 通 行 車 両 の 衝 突 や 踏 み 付 け ， 巻 き 込 み な ど に よ り 規 制 器 材 が 移 動 す る こ と

で 発 生 す る 事 故 を 防 ぐ こ と が 可 能 に な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ １ 】

【 図 １ 】 道 路 用 規 制 器 材 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 道 路 用 規 制 器 材 の 正 面 図 お よ び 台 部 の 平 面 図 と 正 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 通 行 車 両 に よ る 衝 突 実 験 の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 通 行 車 両 に よ る 衝 突 実 験 の 結 果 の 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 以 下 ， 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て ， 図 を 用 い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 車 線 分 離 標 の 斜 視 図 ， 図 ２ は 道 路 用 規 制 器 材 の 正 面 図

お よ び 台 部 の 平 面 図 と 正 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 実 施 形 態 の 道 路 用 規 制 器 材 は ， 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に ， 本 体 上 部 の コ ー ン 部 １

０ と ， ベ ー ス と な る 台 部 １ １ と か ら 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 コ ー ン 部 １ ０ は ， 一 定 の 厚 み と 硬 度 を 有 す る ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー の フ ィ ル ム に よ っ て

構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り ， 規 制 器 材 の 本 体 上 部 は 薄 く 軽 量 と な り ， 車 両 の 衝 突 な ど に

よ り 発 生 す る エ ネ ル ギ ー を 抑 え る こ と が で き ， ま た ， 高 い 強 度 を 持 た せ る こ と が で き る 。

コ ー ン 部 １ ０ に は ， １ ま た は 複 数 枚 の 反 射 シ ー ト １ ２ ａ ， １ ２ ｂ が 接 着 さ れ ， 夜 間 に お い

て も 高 い 視 認 性 を 有 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 台 部 １ １ は ， 本 実 施 形 態 で は ， 薄 い 四 角 錐 台 に コ ー ン 部 １ ０ を 差 し 込 む 孔 を 形 成 し た も

の と な っ て い る 。 図 ２ （ Ｂ ） の 台 部 平 面 図 等 に 示 さ れ る よ う に ， 四 角 錐 台 の 向 き 合 っ た 側

面 の 一 対 が 緩 や か な 傾 斜 と な る よ う に 形 成 さ れ ， こ の 面 が 車 両 の 進 行 方 向 に 向 く よ う に 道

路 上 に 載 置 さ れ る 。 図 ２ （ Ｂ ） の 例 で は ， 水 平 方 向 が 車 両 の 進 行 方 向 で あ る 。 こ れ に よ っ

て ， 規 制 器 材 へ の 車 両 の 乗 り 上 げ 時 に お け る 衝 撃 を 緩 和 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た ， 台 部 １ １ に は ， 車 両 の 進 行 方 向 に 対 し て 直 角 に 台 部 １ １ を 横 断 す る よ う に ， 台 肉

薄 部 １ １ ａ が 形 成 さ れ る 。 こ の 例 で は ， 台 部 １ １ の 上 面 に Ｕ 字 状 の 溝 に よ っ て 台 肉 薄 部 １

１ ａ を 形 成 し て い る が ， こ の 溝 は ， 台 部 １ １ の 底 面 に 形 成 し て も よ く ， Ｖ 字 状 な ど 他 の 形

状 で あ っ て も よ い 。 こ の 台 肉 薄 部 １ １ ａ の 作 用 に つ い て は ， 後 に 詳 し く 述 べ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 台 部 １ １ の 配 合 は ， ゴ ム 系 チ ッ プ 素 材 ， ウ レ タ ン 樹 脂 ， ケ イ 砂 の ３ 種 類 で あ り ， ゴ ム 系

チ ッ プ 素 材 に ケ イ 砂 を 加 え て ， こ れ ら を ウ レ タ ン 樹 脂 で 練 り 固 め た も の を 使 用 す る 。 こ れ

ら を 一 定 の 配 合 で 練 り 固 め る こ と に よ り ， 台 部 １ １ は ， 適 度 な 柔 軟 性 と 強 度 ， 重 量 を 有 す

る も の と な る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 こ の 組 み 合 わ せ に よ り ， 従 来 の 規 制 器 材 と 比 較 し て 台 部 １ １ の 重 量 配 分 を 大 幅 に 上 げ る

こ と で き ， か つ 軽 量 化 さ れ た 上 部 の コ ー ン 部 １ ０ の 強 度 を 保 つ こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 車 両 が 規 制 器 材 に 衝 突 し た 時 の 衝 撃 を 抑 え る た め に は ， 上 部 の コ ー ン 部 １ ０ の 部 分 の 重

量 を 抑 え る 必 要 が あ る 。 質 量 が 下 が れ ば 衝 撃 も 抑 え ら れ る た め ， 動 か さ れ る 方 向 へ の エ ネ

ル ギ ー が 落 ち る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 一 方 ， 規 制 器 材 全 体 の 重 量 が 軽 過 ぎ る と ， 風 で 動 か さ れ る な ど ， 規 制 器 材 を 安 定 し て 設

置 す る こ と が で き な く な る 。 因 み に ， 首 都 高 の 規 制 器 材 に 関 す る 要 領 で は ， 本 実 施 形 態 の

タ イ プ の 規 制 器 材 の 重 量 が ４ ｋ ｇ 以 上 と 定 め ら れ て い る （ 参 考 ： 「 高 速 道 路 上 工 事 の 保 安

施 設 実 施 要 領 」 ， 首 都 高 速 道 路 株 式 会 社 ， 平 成 ２ １ 年 ４ 月 ） 。 し た が っ て ， 規 制 器 材 の 上

部 の コ ー ン 部 １ ０ を 軽 量 化 し た 場 合 ， 台 部 １ １ の 重 量 を 上 げ る 必 要 が あ る 。 な お ， 規 制 器

材 全 体 が 必 要 以 上 に 重 過 ぎ る と ， 規 制 器 材 の 設 置 作 業 な ど の 取 扱 い に 支 障 を き た す こ と に

な る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 本 実 施 形 態 の 規 制 器 材 は ， 既 存 の 従 来 品 と 比 べ て ， コ ー ン 部 １ ０ を 軽 量 化 す る 一 方 で ，

台 部 １ １ の 重 量 を 上 げ て い る た め ， 従 来 品 と 比 較 し て 非 常 に 低 重 心 で あ り ， 車 両 が 衝 突 す

る 上 部 の 質 量 が 軽 い た め ， 移 動 し に く い 重 量 配 分 と な る 。 こ の コ ー ン 部 １ ０ と 台 部 １ １ の

重 量 比 が １ ： ６ 以 上 （ 例 え ば １ ： ６ か ら １ ： ２ ０ の 範 囲 内 ） で あ る と 好 適 で あ る こ と が 実

験 に よ り 確 か め ら れ た 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】

　 コ ー ン 部 １ ０ に は ， 厚 さ が ｔ ＝ ０ ． ７ ５ ｍ ｍ の ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー の フ ィ ル ム の シ ー

ト を 使 用 す る が ， 軟 質 塩 ビ な ど で は 同 程 度 の 厚 み で は 強 度 が 得 ら れ な い 。 こ の ウ レ タ ン シ

ー ト の 厚 さ が ０ ． ３ ｍ ｍ よ り 薄 い 場 合 ， 十 分 な 強 度 が 得 ら れ ず ， ま た ， １ ． ５ ｍ ｍ よ り 厚

い 場 合 に は ， 車 両 の 衝 突 時 に お け る 衝 撃 の 吸 収 が 十 分 で は な く ， 弾 性 力 や 変 形 後 の 復 元 力

に 難 点 が あ る こ と が 実 験 に よ り 確 認 さ れ た 。 ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー の 硬 度 は ， ８ ０ Ａ ～ ５

５ Ｄ が 適 切 で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 本 実 施 形 態 の 台 部 １ １ の 配 合 は ， 前 述 の よ う に ， ゴ ム 系 チ ッ プ 素 材 ， ウ レ タ ン 樹 脂 ， ケ

イ 砂 で あ る が ， ゴ ム 系 チ ッ プ の 重 量 に 対 し て ウ レ タ ン 樹 脂 の 含 有 量 が １ ０ ％ ～ ３ ０ ％ で あ

り ， こ れ に ２ ０ ％ ～ ６ ０ ％ の ケ イ 砂 な ど 重 量 増 量 用 の 添 加 物 を 含 有 さ せ る と 好 適 で あ る こ

と が わ か っ た 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ゴ ム 系 チ ッ プ 素 材 は ， 温 度 に よ る 硬 度 の 変 化 が 小 さ い と い う 利 点 が あ り ， ま た 廃 タ イ ヤ

な ど を 利 用 す る こ と が で き る た め ， 安 価 に 構 成 で き る と い う 利 点 が あ る 。 ゴ ム 系 チ ッ プ は

， 径 が ０ ． ５ ～ ３ ． ５ ｍ ｍ 程 度 の も の を 用 い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ウ レ タ ン 樹 脂 は ， ゴ ム 系 チ ッ プ を 接 着 し 固 め る た め に 用 い る 。 ウ レ タ ン 樹 脂 の 量 が 多 い

場 合 ， 弾 性 が 強 く な り 反 発 力 が 上 が る 。 一 方 ， ウ レ タ ン 樹 脂 の 量 が 少 な い 場 合 ， 弾 性 が 弱

く な り 反 発 力 は 下 が る が ， 強 度 は 下 が る 。 そ の 結 果 ， ゴ ム 系 チ ッ プ の 重 量 に 対 し て ウ レ タ

ン 樹 脂 の 含 有 量 が １ ０ ％ ～ ３ ０ ％ で あ れ ば 好 適 で あ る こ と が 実 験 に よ り わ か っ た 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ケ イ 砂 は ， 台 部 １ １ の 比 重 を 上 げ ， 重 量 を 重 く す る 役 割 を 有 す る 。 ま た ， 素 材 と し て 安

価 な た め ， コ ス ト ダ ウ ン に も な る 。 ケ イ 砂 の 量 が 多 い 場 合 ， 重 量 が 重 く な る が 脆 く な り ，

壊 れ や す く な る 。 一 方 ， 量 が 少 な い 場 合 ， 重 量 が 軽 く な る 。 ウ レ タ ン の 接 着 ， 反 発 力 に 対

す る 影 響 は 少 な い 。 実 験 の 結 果 ， ケ イ 砂 の 量 が ， ゴ ム 系 チ ッ プ の 重 量 に 対 し て ２ ０ ％ ～ ６

０ ％ が 好 適 で あ る こ と が わ か っ た 。 な お ， 素 材 と し て は ， ケ イ 砂 の 代 わ り に 他 の 同 等 な 重

量 増 量 用 の 粒 状 物 を 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 本 実 施 形 態 の 規 制 器 材 の 製 造 は ， 次 の 手 順 で 行 う 。

（ １ ） 厚 さ が ０ ． ７ ５ ｍ ｍ 前 後 の ウ レ タ ン シ ー ト を 扇 状 に 裁 断 す る 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　

（ ２ ） 扇 状 の ウ レ タ ン シ ー ト に ， 円 弧 の 帯 状 に 裁 断 さ れ た 反 射 シ ー ト １ ２ ａ ， １ ２ ｂ を 接

着 す る 。

（ ３ ） 扇 状 の ウ レ タ ン シ ー ト の 両 端 部 を 接 着 し ， 円 錐 状 （ 正 確 に は 円 錐 台 形 状 ） に 形 成 す

る 。

（ ４ ） 円 錐 台 形 状 の 上 部 に ， 同 質 の 素 材 で 作 っ た キ ャ ッ プ を 装 着 さ せ ， 接 着 す る 。

（ ５ ） 以 上 の よ う に し て 作 製 し た コ ー ン 部 １ ０ を ， 台 部 １ １ の 中 央 部 に 形 成 さ れ た 孔 に 差

し 込 み ， 台 部 １ １ の 孔 と コ ー ン 部 １ ０ の 側 面 の 接 触 す る 部 分 を 接 着 材 に よ り 接 着 す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 以 上 の よ う な 構 成 に よ る 本 実 施 形 態 に 係 る 規 制 器 材 の 特 性 は ， 以 下 の と お り で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 １ ． 規 制 器 材 上 部 の コ ー ン 部 １ ０ と し て ウ レ タ ン シ ー ト を 使 う こ と で ， 薄 さ （ 軽 さ ） と

強 度 を 両 立 さ せ る こ と が で き る 。 ま た ， 車 両 が 衝 突 し た 時 に か か る 衝 撃 力 を 分 散 さ せ ， エ

ネ ル ギ ー を 抑 え る こ と が で き る 。 ま た ， 下 部 ベ ー ス 部 分 の 台 部 １ １ が 重 い た め ， 低 重 心 で

あ り ， 上 部 分 で あ る コ ー ン 部 １ ０ の 特 性 と 合 わ せ て ， 移 動 し に く い 構 造 と な る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ２ ． 下 部 ベ ー ス 部 分 の 台 部 １ １ で ， 折 れ 曲 が り 時 に 応 力 が か か る 部 分 を 肉 薄 に し ， ま た

， 素 材 の 配 合 を 適 切 な も の （ ウ レ タ ン 樹 脂 少 な め ・ ケ イ 砂 を 多 め ） に す る こ と に よ り ， 反

発 力 を 抑 え ， 車 両 に 巻 き 込 ま れ る な ど し て 回 転 力 が か か ろ う と し た 場 合 に ， か か る 応 力 を

逃 が す 構 造 を 実 現 す る こ と が で き る 。 規 制 器 材 に 対 す る 過 大 な 衝 撃 力 に 対 し て ， 台 肉 薄 部
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１ １ ａ の 部 分 が 割 れ や す い こ と に よ り ， 台 部 １ １ が 破 壊 さ れ て 応 力 を 逃 が す こ と も あ り 得

る 。 こ の た め ， 台 部 １ １ が 壊 れ に く い 構 造 の と き よ り も ， 規 制 器 材 が 大 き く 移 動 し て し ま

う こ と を 防 ぐ こ と が で き る よ う に な る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 図 ３ は ， 通 行 車 両 に よ る 衝 突 実 験 の 様 子 を 示 し て い る 。 こ の 図 は ， 本 実 施 形 態 に よ る 道

路 用 規 制 器 材 を ， 時 速 ４ ０ ｋ ｍ の 普 通 車 で 踏 み つ け る 衝 突 実 験 を 行 っ た と き に 撮 影 し た 写

真 を 図 示 し た も の で あ る 。 こ の 例 は ， 規 制 器 材 が ち ょ う ど 右 側 の 前 後 の タ イ ヤ の 位 置 に く

る よ う な 配 置 で 車 両 を 走 行 さ せ て 実 験 を 行 っ た と き の 例 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 図 ３ （ Ｂ ） ， （ Ｄ ） に 示 す よ う に ， 規 制 器 材 が タ イ ヤ で 踏 み つ け ら れ て い る と き に は ，

規 制 器 材 の 上 部 の コ ー ン 部 が ほ ぼ 偏 平 に つ ぶ さ れ た 状 態 に な っ た が ， 車 両 が 通 過 し た 後 は

， 図 ３ （ Ｅ ） に 示 す よ う に ， 規 制 器 材 の コ ー ン 部 は 反 動 で 一 旦 左 側 （ 後 方 側 ） へ 傾 き ， そ

の 後 に 図 ３ （ Ｆ ） に 示 す よ う に ， ほ ぼ 直 立 し た 状 態 に 復 帰 し た 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 以 下 に ， 実 験 に よ り 知 見 し た 結 果 に つ い て 述 べ る 。 ゴ ム 系 チ ッ プ の 粒 径 は ， １ ｍ ｍ 以 下

が ５ ％ で あ り ， １ ｍ ｍ ～ ２ ． ３ ８ ｍ ｍ が ８ ０ ％ で あ り ， ２ ． ３ ８ ｍ ｍ ～ ３ ． ３ ６ ｍ ｍ が １

５ ％ で あ っ た 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 コ ー ン 部 の ウ レ タ ン シ ー ト の 厚 さ が ０ ． ３ ｍ ｍ 未 満 の 場 合 に は ， 自 立 復 元 性 が 低 く 十 分

で は な か っ た 。 一 方 ， コ ー ン 部 の ウ レ タ ン シ ー ト の 厚 さ が １ ． ５ ｍ ｍ 以 上 の 場 合 に は ， 質

量 が 大 き く ， 車 両 の 衝 突 ， 踏 み 付 け に よ り ， 規 制 器 材 全 体 が 移 動 し て し ま う と い う 難 点 が

あ る こ と が 確 認 さ れ た 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 ま た ， コ ー ン 部 の ウ レ タ ン シ ー ト の 硬 度 が ８ ０ Ａ 未 満 の 場 合 に は ， 柔 ら か す ぎ て 自 立 復

元 性 が 低 く ， ウ レ タ ン シ ー ト の 硬 度 が ５ ５ Ｄ 以 上 の 場 合 に は ， 硬 す ぎ て 車 両 の 衝 突 ， 踏 み

付 け に よ り ， 規 制 器 材 全 体 を 動 か さ な い で 元 の 位 置 に 留 ま ら せ る こ と は で き な か っ た 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 図 ４ （ Ａ ） は ， ウ レ タ ン シ ー ト の 厚 み が ０ ． ２ ｍ ｍ ， 硬 度 が ７ ５ Ａ の と き の 衝 突 実 験 の

結 果 の 例 を 示 し て お り ， 同 図 の よ う に ， コ ー ン 部 が 元 の 状 態 に 自 立 し て 復 帰 す る こ と は な

か っ た 。 ま た ， 図 ４ （ Ｂ ） は ， ウ レ タ ン シ ー ト の 厚 み が １ ． ６ ｍ ｍ ， 硬 度 が ６ ０ Ｄ の と き

の 衝 突 実 験 の 結 果 の 例 を 示 し て お り ， 同 図 の よ う に ， 車 両 の 衝 突 に よ り 規 制 器 材 全 体 が 移

動 し て し ま う こ と に な っ た 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 コ ー ン 部 の 重 量 は ， ウ レ タ ン シ ー ト の 厚 み ｔ が ｔ ＝ ０ ． ５ ｍ ｍ の と き に ２ ３ ５ ｇ ， ｔ ＝

１ ． ０ ｍ ｍ の と き に ４ ７ ０ ｇ ， ｔ ＝ １ ． ５ ｍ ｍ の と き に ７ ０ ５ ｇ で あ っ た 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 ま た ， ベ ー ス と な る 台 部 に つ い て ， ゴ ム 系 チ ッ プ と ウ レ タ ン 樹 脂 と ケ イ 砂 の 配 合 比 を い

ろ い ろ 変 え て 実 験 し た 結 果 ， ウ レ タ ン 樹 脂 の 配 合 比 が １ ０ ％ 未 満 の 場 合 に は ， 強 度 が 弱 く

て 割 れ や す く ， ３ ０ ％ 以 上 の 場 合 に は ， 弾 性 が 高 過 ぎ て 弾 み す ぎ る と い う こ と が 明 ら か に

な っ た 。 ま た ， ケ イ 砂 の 配 合 比 が ２ ０ ％ 未 満 で は ， 弾 性 が 高 く 弾 み や す い と い う 難 点 が あ

り ， ６ ０ ％ 以 上 で は ， 強 度 が 弱 く 割 れ や す く な る た め 適 切 で は な か っ た 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 台 部 （ ベ ー ス ） の 総 重 量 を 約 ４ ０ ０ ０ ｇ と し た 場 合 ， ウ レ タ ン 樹 脂 ， ケ イ 砂 の 配 合 比 を

ウ レ タ ン 樹 脂 １ ０ ％ ， ケ イ 砂 ２ ０ ％ の 最 下 限 と す る と ， ゴ ム 系 チ ッ プ ， ウ レ タ ン 樹 脂 ， ケ

イ 砂 の 重 量 は ， そ れ ぞ れ ３ １ ０ ０ ｇ ， ３ １ ０ ｇ ， ６ ２ ０ ｇ で ， 総 重 量 は ４ ０ ３ ０ ｇ と な り

， ウ レ タ ン 樹 脂 ３ ０ ％ ， ケ イ 砂 ６ ０ ％ の 最 上 限 と す る と ， ゴ ム 系 チ ッ プ ， ウ レ タ ン 樹 脂 ，

ケ イ 砂 の 重 量 は ， そ れ ぞ れ ２ １ ２ ０ ｇ ， ６ ３ ６ ｇ ， １ ２ ７ ２ ｇ で ， 総 重 量 は ４ ０ ２ ８ ｇ と

な る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 一 方 ， ウ レ タ ン 樹 脂 の 配 合 比 を 上 限 の ３ ０ ％ と し ， ケ イ 砂 の 配 合 比 を 下 限 の ２ ０ ％ と す
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る と ， ゴ ム 系 チ ッ プ ， ウ レ タ ン 樹 脂 ， ケ イ 砂 の 重 量 は ， そ れ ぞ れ ２ ７ ０ ０ ｇ ， ８ １ ０ ｇ ，

５ ４ ０ ｇ で ， 総 重 量 は ４ ０ ５ ０ ｇ と な り ， ウ レ タ ン 樹 脂 の 配 合 比 を 下 限 の １ ０ ％ と し ， ケ

イ 砂 の 配 合 比 を 上 限 の ６ ０ ％ と す る と ， ゴ ム 系 チ ッ プ ， ウ レ タ ン 樹 脂 ， ケ イ 砂 の 重 量 は ，

そ れ ぞ れ ２ ４ ０ ０ ｇ ， ２ ４ ０ ｇ ， １ ４ ４ ０ ｇ で ， 総 重 量 は ４ ０ ８ ０ ｇ と な る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 実 験 に よ り 最 適 と 考 え ら れ る 値 は ， ウ レ タ ン 樹 脂 ， ケ イ 砂 の 配 合 比 が ウ レ タ ン 樹 脂 １ ５

％ ， ケ イ 砂 ４ ０ ％ で あ り ， ゴ ム 系 チ ッ プ ， ウ レ タ ン 樹 脂 ， ケ イ 砂 の 重 量 は ， そ れ ぞ れ ２ ６

０ ０ ｇ ， ３ ９ ０ ｇ ， １ ０ ４ ０ ｇ で ， 総 重 量 は ４ ０ ３ ０ ｇ で あ っ た 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 コ ー ン 部 と 台 部 の お お よ そ 重 量 比 は ， 以 下 の 値 と す る と 適 切 で あ る こ と が わ か っ た 。 台

部 の 重 量 が 最 大 ４ １ ０ ０ ｇ ， コ ー ン 部 の 重 量 が 最 小 で ２ ３ ０ ｇ ， 最 大 で ７ １ ０ ｇ で あ り ，

コ ー ン 部 と 台 部 の 重 量 比 は ， 約 １ ： ６ ～ １ ： ２ ０ で あ る 。 す な わ ち ， コ ー ン 部 と 台 部 の 重

量 比 を １ ： ６ 以 上 と す る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 一 例 と し て ， 従 来 技 術 に よ る 既 存 の 規 制 器 材 は ， 台 部 の 重 量 が ２ ９ ０ ０ ｇ ， コ ー ン 部 の

重 量 が １ ６ ０ ０ ｇ で あ り ， 総 重 量 が ４ ５ ０ ０ ｇ で あ る 。 し た が っ て ， 既 存 の 規 制 器 材 の 場

合 ， コ ー ン 部 と 台 部 の 重 量 比 は ， 約 １ ： ２ 以 下 で あ り ， 本 実 施 例 の １ ： ６ 以 上 と は ， 大 き

く か け 離 れ て い る 。 こ の こ と か ら も ， 本 実 施 例 に よ る コ ー ン 部 を ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー の

フ ィ ル ム で 構 成 し た 規 制 器 材 の 斬 新 性 が 明 ら か で あ る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 本 実 施 例 で は ， 規 制 器 材 の 本 体 上 部 が 円 錐 状 に 形 成 さ れ て い る が ， 例 え ば 円 柱 ま た は 四

角 錐 ， 六 角 錐 な ど の 他 の 形 状 で も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 １ ０ 　 コ ー ン 部

　 １ １ 　 台 部

　 １ １ ａ 　 台 肉 薄 部

　 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ 　 反 射 シ ー ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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